
2.3_個人会員学習履歴証明書 取得操作説明書

（1） 学習履歴証明書 取得ページへの移動
学習履歴証明書の取得にかかる操作は、

ログインした状態で行います。
メニューの「学習プログラム」をポイント
（マウスの矢印をその位置へあわせるこ
と）し、プルダウンメニューから

をクリックして下さい。
学習ポイント管理ページに移動します。

こちらは、個人単位で学習履歴及び取得ポイントの証明書を

取得する手続のための操作マニュアルです。

（３）学習履歴証明書の表示と発行
（２）で確認した学習履歴を証明書の形にして入手できます。必要な証明書（例：１年

間のポイント数を証明）に相応しい絞込み（例：期間始と期間終だけで絞り込み）をして、
画面上で証明内容を確認し、よろしければ上図赤枠の をクリックします。
検索機能で条件指定された証明書が、PDFでダウンロードできます。

注意：こちらの操作説明は、Microsoft edgeの表示を基にご案内しております。ご利用のブラウザにより、ボタン等の表記が
異なる場合がございますのでご注意下さい。

（２）学習ポイント一覧ページ 学習履歴の確認
一覧表のうえに検索条件設定（オレンジ枠）がありますので次の要領で必要な情報

を検索（部分一致検索。複数の検索条件を入れたときはand検索になります）して
をクリックしてください。初期状態はCPD会員登録日以降、または前回の

補償業務管理士登録更新から検索当日までの学習ポイント履歴の出力に設定されてお
ります。

• 個人IDはログインしている個人会員のIDです。
• 法人IDは、Ａ社に所属していたときの学習履歴
を知りたいというとき等に使用します。

• 学習プログラム名が判っているときは、学習プ
ログラム欄に入力して検索できます。

• プログラムの種類別に検索できます（例：参加
学習のポイントが見たい、等）

• 期間始と期間終を入力（西暦でYYYY-MM-DD
と半角で）すると指定期間内の学習履歴が見ら
れます。推奨ポイント（通常１年間）や更新ポ
イント（通常５年間）等を確認したい、証明書
を入手したいときにはこちらを使用します。
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（４）発行される証明書
発行される証明書は以下の２点です。これら以外に【内訳】が出力されます。

１）補償コンサルタントCPD学習プログラム 取得ポイント証明書

記載された証明期間内の、取得ポイントの年間
上限が適用されたCPD取得ポイントの証明書です。
補償業務管理士資格の登録更新や、一部入札の

証明書類としてご利用頂けます。

２）補償コンサルタントCPDプログラム 学習履歴証明書

承認された学習履歴等の証明書です。こちらの
【合計ポイント】は年間上限適用前の証明期間内の
承認された学習履歴、専門誌購読、eラーニング、
構成団体認定ポイント数の合計となりますので、
ご注意下さい。


